
，
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
て
み
る

基
礎
の
確
認
・強
化
に
加
え

５
対
５
で
全
体
像
を
指
し
示
す
の
も
一手

●夏という季節の位置づけ

NBAのプレーオフ・フアイナル

も終わり、いよいよ日本国内の大会

が盛り上がる季節になりました。夏

の風物詩とも言えるビッグイベント、

インターハイや全国中学校大会。私

自身、高校時代には選手として、全

国制覇を飾るという貴重な体験をさ

せてもらいました。それだけにこの

季節に対し、「とても大切な時期」

という認識を強く持っています。

しかし、夏が大切だという考えは、

全国大会があるから、という理由だ

けではありません。ごく少数のチー

ムしか出られない全国大会、そこに

残念ながら出られなかったチームに

とっても大切な季節であることに変

わりはないのです。それは、「新チ

ームとしての土台を築き上げてい

く」という意味においてです。

私は現在、クリニックなどを通じ

て小学生から大学生までの選手たち

を指導しています。その中で感じる

のは、テームによって夏の位置づけ

がそれぞれ異なるという点です。小

学生や大学生のほとんどは、すでに

テーム作りがある程度の段階まで進

んでいることでしよう。特に大学生

は、秋からのリーグ戦に向けて、急

ビッチでチーム完成の目処をつける

必要があるはずです。それがこの暑

い季節だけに、難しい時期だと言え

ます。

一方、高校のチームの中には、ウ

インターカップに向けて3年生を含

めて再始動するチームもあると察し

ます。それでも、 1、 2年生だけの

チーム作りを同時進行で進めていく

必要はあるはずです。そこで、ここ

では「夏休みに行なう土台作り」に

テーマを絞って話を進めていこうと

思います。指導者として私が体験し

てきて感じた夏の過ごし方を、少し

でも参考にして頂ければ幸いです。

[%隋到 トレ.
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こそが最も重要な練習テーマの一つ

です。しかし暑い体育館の中で、基

本プレーを黙々と繰り返すだけで、

どれだけの効果を期待できるでしよ

うか。私は基本を大事にしていくの

と同時に、進めていかなければなら

ないことがあるように感じます。

新チームをどういう指針で作って

いくか、指導者の方がまず思い描く

努力をし、それを選手にも伝えてあ

げるということです。その上で、そ

れぞれの選手力ヽ 自分自身をどうい

う方向で高めていくかをイメージし

ゃすくする。最初の1週間でいつも

行なう、そうした練習の期間を「頭

ほぐし。体はぐし」と私は呼んでい

ます。

言い換えれtよ 新チームに切り替

わった時点でのポジションや役割を、

それぞれに与えてあげるということ

です。自分をポイントガードだと思

っている選手がいるとしましよう。

指導者がもし、シユートカを活かそ

うとシューティングガードとしての

起用を考えているのなら、それを早

めに伝えてあげたはうがいいoイ ン

サイドのプレーに固執するセンター

がいるとしましよう。その選手をパ

ヮー・フォヮードゃフォワードにコ

ンバートしたほうがいいと感じるの

なら、早めに言ってあげてはしい。

監督の考えを明かされた選手は、

それまでとはまた違った感覚でそれ

ぞれにシュートの基本練習に取り組

むはずです。私が実業団チームを指

導していたときですら、私は選手が

秘める潜在能力を鑑みてポジション

をいろいろと変えてきました。中学、

高校生年代の選手であればなおさら、

いくつもの可能性が見えてくるに違

いありません。

確かに、ポジションにこだわらず、

すべての基本を覚えることが大事で

す。しかしながら、チームを強くさ

せていくことを個々のレベルアップ

ヘとつなげていくのなら、ポジショ

ンや役割を意識させる必要がきっと

あるはずです。
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ぇのもと ひでお/1941年 7月 7 EI生 まれ、67歳。

東京都出身。武蔵高―武蔵大卒。卒業後、出版社

勤務を経て、指導者の道へ。日立 」ナ家でプロコー

チとなり、以来、日立本社、ゼクセルなど、 トノ

プリーグを舞台に、男女を「口号わず指揮を執った。

また、その間には女子 日本代表のコーチ、監督、

男子代表のコーチを歴任した。2∞3年 に第一線を

退き、現在は長年培ってきた指導のノウハウを後

進に伝ぇるべ く、小学生から大学生 指導者まで

を対象に、各地で精力的にクリニック活動を行な

っている。日本協会エンデバー中央委員、同技術

委員としても活動中。

●指導者と選手との
考え方を合わせていく

新チームに切り替わったばかりの

時期はよく、基本の反復練習が欠か

せないと言われます。確かに、それ



えていること

るというスタンス

しながらチーム構

らせて

方が理想でしよう。

と選手、双方の

に合わせていく

としての土台を築く

と強ぐ感じるわけ

作りを開始した時期に

た練習への取り組み

はどうでしょうかc

いう

の指針を表明する。

認識する。

しゃすくさせるため

かめるような練習

いと思っています。つま

5の練習を早期に取り入れ

です。

できそうなのか、速

できそうなのか。そこか

夕_卜 し、どうぃうシステムを

としていくのか`,セ

る 4ア ウ ト1イ

れとも2人立たせる3

アウト2 のかのはたまた5人

トサイドからイI:11卜ける5

と照らし合わせなが

卜もしくはハーフコ

5を展開していきます。

ェンスをつけない「空

させる.,次

を立たせて、ウオー

らにディフェンスの

プレッシャーを強めて、ゲームヘと

近づけていきます。こうした練習を

て、チームが目指すスタイルの

される基本プレー

しやすくなるに違いありませ

対 5の練習を夏休みか

リットはあります。

らいしか、体育館を

十分に確保できないというチームも

少なくないはず。そういうチームこ

そ余計、コートを広く使って、普段

はできないことを夏休みの間に行な
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っておくべきかもしれません。

夏休みの最後の 1週間の練習では、

5対 5で競い合わせるも手です。夏

休みの間に意識してきた基本プレー

がどれだけ自分のものになっている

か確認を得るため、また、全員が 5

対 5の攻防に「貫れる」という意味

でも必要なことです。

例えば浩5員が加入なら,よ 身長や

ポジションのバランスを考えながら

4チームに分けます。そうして試合

を重ねていく中で、自信を獲得する

選手がいれば、課題に直面する選手

も出てくることでしようcそれが狙

いであるわけですが、まだ続きがあ

ります。

次の日には、それぞれのチームの

ポイントガー ドをすべて入れ替えて

行ないます。他の選手との相性を見

ながら、コンビネーションの可能性

や、メンバーチェンジの可能性をそ

こで探ることが主な目的です。ポイ

ントガードが変わっただけで見違え

るような力を発揮することも、決し

て珍しくありません。

そしてまた次の日には、 2番ポジ

ション、すなわちシューティングガ

ードを入れ替えます。さらにその翌

日にはセンターをすべて入れ替えて、

5対 5を繰り返していくわけです。

ちなみに、3番、4番ポジション

のフォワード陣に関しては特にチー

ムを動かさなくても、ある程度は把

握できるものと思っています。チー

ム事情によっては、 5対 5をいきな

り取り入れることに違和感を覚えら

れるかもしれませんが、私としては

様々な面でお勧めの方法だと考えて

います。いずれにしても、オールコ

ートを使える限られた期間を有効に

活かす方法に関しては、一考の余地

があるはずです。

もちろん、 5対 5の練習をメイン

に、という極端な考えを持っている

わけではありません。5対 5の中で

どれだけ個々の力が発揮されるかと

いう問題も、当然あります。新チー

ムに切り替わる前から試合に出てい

基
礎
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。
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た選手にばかリボールが集まり、他

の選手の特長や課題をつかめないま

ま練習時間が経過してしまうことも

あるかもしれません。そのような事

態は避けたいところです。

そこでコミュニケーションをより

図っておきたいのが、各チームのポ

イントガードの選手です。どの選手

がいい動きをしていたのか。逆に、

戸惑っていて精彩を欠いた選手は誰

だったのか。もしくは、さぼってい

るような選手が見受けられたか。そ

うしたことを各チームのポインドガ

ードから聞き出すと、選手を把握す

る上で有益な情報を得られることが

よくあります。

また部員数が少ないチームなどは、

3対 3の練習を通じて選手を見てい

くこともできます。先述したように、

5対 5になるとボールを持つ時間に

偏りが出てくる場合もよくあります。

それだけに、 3対 3の練習なども大

事にしたいところです。

チームの方向性を踏まえて、自分

の役割を理解する。その上で基本練

習に取り組み、その必要性を5対 5

の練習を通じて実感する。そうした

段階を踏むと、スターティング・メ

ンバー、および6番手で出場するべ

き選手が自然と浮かび上がるように

感じることが今までにもありました。

それは指導者の独断で決めたメンバ

ーというより、名実ともにチーム全

体に選ばれたメンバーだということ

です。

このようにしてチームの土台を築

き上げていくことによって、指導者

だけでなく、選手も納得のいく布陣

で戦うことができる。そして監督と

選手間の信頼関係があってこそ、選

手は前向きに基本練習にも取り組む

ようになるのだと思います。まさし

くこうした姿勢こそが、秋以降のチ

ーム作りをスムーズに進めさせてく

れるのです。

●選手の身体を第―に考える

監督と選手がコミュニケーション

を図る上でも、夏休みの期間を逃が

すわけにはいきません。特に学校の

教員という立場の方々は、普段、校

務に追われ、チームの選手とゆっく

りと話し合う時間を持てないのでは

ないでしようか つ そこで、夏休み

の間だけでもミーテイングの時間を

作り、選手と向き合ってみてはどう

でしょうか。

私が高校生の頃は、約10日 間の合

宿が行なわれ、必ず夜にはミーテイ

ングの時間力漏受けられていたもので

す。今でも尊敬してやまない、素晴

らしい監督でしたが、当時は練習で

疲れていたということもあり、 ミー

ティングは正直億劫でした。

それでも指導者のほうには、自身

が考えていることを選手に伝え、選

手が考えていることをしっかりと把

握する場が必要なはずです。練習中

の言葉というのは、どうしても激し

くなってしまうもの。ですから、理

論的な話を選手とともに積み上げて

いくという意味でも、ミーティング

が欠かせないのです。

また、選手への言葉のかけ方も、

指導者としての手腕が発揮されると

ころでしようGチ ~ム作りを開始し

た時期というのは、選手はミスを連

発するもの。それを逐一すべてに対

して怒声を向けていたら、選手は萎

縮してしまいますcしたがって、そ

の選手がまず意識するべきことを指

摘してあげる。それがクリアできた

ら、別の課題を与えていくという具

合にしていくと、選手も自信を持っ

て練習や試合に臨むようになるもの

です。

監督に言われたことをただこなす

だけでなく、自分でしっかりと物事

を考えられるような自立した選手を

育てる。それもまた、チームの土台

を作る時期の過ごし方に関わってい

るように感じられます。

チーム事情によって、いろいろな

考え方があるのは承知しています。

否定するつもりは、まったくありま

せん。そうした前提に立ち、私はク

リニックなどでよくこう言います。

「あまりにも過激なトレーニングは

控えるように心がけましょう」と。

何より選手の身体を第一に考えなけ

ればならないからです。暑い夏は特

に、細心の注意を払うべき季節だと

レイド特剰

あれこれ 時「11
いうことを忘れてはなりません。

例え:よ 私は一度の練習を3時間

以内、と決めています。指導する側

の集中力が続かないという事情もそ

こには含まれているのですが、体育

館に空調設備がついていないのなら

なおさら、長時間の練習を避けるの

が賢明でしよう。

そういう意味では、昼間の最も暑

い時間帯、12時頃から14時頃までの

間に練習をすることもお勧めできま

せん。その間に十分な休養を取れる

のであれιよ 午前・午後の「2部陳」

を行なうことも決して間違いではな

いと思います。

そして何より、練習中の水分補給

と休憩時間の設定を慎重に行なう必

要があります。私は試合時間の「

“分間」の練習に集中し、継続して行

なえることを目標としてきました。

それでも選手の特性に即した、練習

時間の設定がやはり欠かせないとこ

ろです。各:塁手の状態をう力勁 いヾな

がら、練習を慎重に進めていくよう

`亡
、がけてください。

約 1カ 月間の夏休みを有意義に過

ごせるかどうかで、チームは大きく

変わってくるというのは事実だと、

経験的に実感しています。この夏、

みなさんが良い夏の過ごし方をする

ことができ、素晴らしいチーム、素

晴らしい選手を育てていかれること

を、心より願っています。

(取材・構成/渡辺淳二)
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